
特別会計企業会計予算決算委員会での主な質疑

平成26年度　予算のあらまし　一般会計・特別会計・企業会計

　第12回（２月）定例会は、２月14日に招集され、３月20日までの35日間にわたり開催しました。
この議会では、市長から平成26年度の施政方針が述べられた後、平成25年度関係議案、平成26

年度関係議案の審議をそれぞれ行い、いずれも原案のとおり議決しました。また、市長の施政方針に対する代表質問が行
われ、７つの会派から質問がありました。さらに、13人の議員から個人質問が行われました。
ここでは、平成26年度の一般会計、５特別会計及び３企業会計の予算審議、歳入・歳出予算額等の主な内容をお知ら
せします。

特別会計は、国民健康保険や介護保険など特定の事業を行う
場合に、保険料などの特定の収入でその支出を賄うものです。

企業会計は、地方公営企業法の適用を受けて、公営企業会計
による独立採算制で行う会計です。

平成26年度予算を可決しました！

特 別 会 計 予 算

企 業 会 計 予 算

会　　計 平成 26年度予算額 平成 25年度予算額 増減率
国民健康保険事業 244億 6,100 万円 240億 2,700 万円 1.8％
土地取得事業 5億 4,850 万円 1,000 万円 5,385.0％
介護保険事業 144億円 141億 3,300 万円 1.9%
簡易水道事業 440万円 430万円 2.3%

後期高齢者医療事業 21億 7,500 万円 20億 6,500 万円 5.3%
合　　計 415億 8,890 万円 402億 3,930 万円 3.4%

会　　計 平成 26年度予算額 平成 25年度予算額 増減率
病院事業 157億 6,000 万円 133億 5,400 万円 18.0%
水道事業 52億 1,000 万円 50億 4,900 万円 3.2%
下水道事業 91億 2,000 万円 77億 900万円 18.3%
合　　計 300億 9,000 万円 261億 1,200 万円 15.2%

問国民健康保険事業にお
いて、さらに、医療費を抑制
するための新たな取り組みは。
答新たな取り組みとして、
医療費を抑制することができ
るジェネリック医薬品の利用
促進を図るため、処方された
薬をジェネリック医薬品に切
りかえた場合の自己負担の軽
減可能額を記載した差額通知
の送付を予定している。

問介護保険事業において、
認知症に対する施策は。
答認知症の早期発見のため
の取り組みとして、前年度に
引き続き、認知症集団検査を
実施する。また、認知症予防
講演会、物忘れ予防相談及び

認知症予防教室を実施するほ
か、平成26年度の新規事業
として、認知症予防に効果が
あるノルディックウオーキン
グの講習会を開催する。
　さらに、認知症高齢者見守
り事業として、認知症サポー
ター養成講座の開催や高齢者
あんしん見守りネットワーク
協力事業所登録制度の推進等
により、高齢者が住みなれた
地域で安心して暮らしていけ
るよう努めていく。

問病院事業において、医師
確保に対する認識は。
答医師確保のための取り
組みとして、平成 26年度に
向けて、新たに16人の医師

を確保している一方で、18
人が退職するなど、慢性的な
医師不足が生じているが、継
続的に医師を確保するために
は、今後も、大学病院等との
連携を強化し、協力体制の維
持・構築に努めていく必要が
あると認識している。

問病院事業において、看
護師確保に向けた取り組みは。
答近隣病院に比べ、低水
準にある臨時看護師の賃金体
系を見直すとともに、育児を
している看護師が安心して勤
務できるよう、院内保育所「き
らら」のさらなる活用を図り、
看護師の労働環境の向上に取
り組んでいく。

問下水道事業において、下
水道接続率向上のための取り
組みは。
答人口密集地は、投資的効
果が高く、早期に効果があら
われることから、優先的に整
備するとともに、市のホーム
ページや広報ぬまづによるＰ
Ｒ、水洗化指導員による訪問
指導、下水道接続工事に要す
る資金の融資あっせん及び利
子補給等を引き続き行ってい
く。また、平成 26年度にお
いては、他市町の取り組みや
接続件数の推移を注視しなが
ら、費用対効果を鑑み、下水
道接続時の新たな助成制度に
ついて研究していきたいと考
えている。

定例会の
主な内容
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一般会計予算決算委員会での主な質疑

全会計合計 1,423 億 2,890 万円
一般会計は、市民税などの市税を主な財源として、道路や学
校の整備、福祉やごみの処理などの事業を行うための会計です。

平成26年度予算を可決しました！

歳　入 歳　出

一 般 会 計 予 算
平成 26年度予算額 平成 25年度予算額 比　較　増　減 増減率
706億 5,000 万円 677億円 29億 5,000 万円 4.4％

問新たに企画部に置く「ぬ
まづの宝推進課」の内容は。
答本市の活性化や魅力向
上を図るため、沼津にあるさ
まざまな魅力を持つ資源を発
掘し、選定してきた「ぬまづ
の宝 100 選」を活用し、首
都圏に近い本市をどのように
売り出していくかということ
を新しい体制で推進していく
ものである。

問駅前にぎわいづくり支
援事業における西武沼津店本
館跡地の広場利用についての
認識は。
答平成26年 4月に立ちあ
がる予定の利用協議会におい
て、飲食店等を初めとした利

用についての協議がされるこ
ととなる。
　本市としては、当協議会に
対する支援を行うほか、本市
のＰＲや産業振興のイベントな
どにより、にぎわいを図ってい
きたいと考えている。また、利
用に当たっては、公平性の確
保などの観点から、本市も当
協議会に参加し、広く利用さ
れる広場となるようにしてい
きたいと考えている。

問中心市街地再生事業費
の内容は。
答平成27年 3月に計画期
間が終了する中心市街地活性
化基本計画にかわる次期計画
としての中心市街地再生計画

及びまちなか居住の推進など
中心市街地の再構築を図って
いくために必要となる国から
の支援を受けるため、地方都
市リノベーション事業の採択
等に向け、都市再生整備計画
を策定するものである。

問香陵公園周辺整備基本
計画策定事業の内容は。
答新市民体育館の建設候
補地となっている香陵公園及
びその周辺は、今後、市役所、
市民文化センターに加え、体
育館が整備されることで、こ
れまで以上に人が集まること
が予想されるため、新たにつ
くる駐車場や体育館の配置、
人の動線などについて、一体

的な整備計画を策定するもの
である。

問学力保証プログラム事
業の内容は。
答市内全校の小学校 5年
生、中学校2年生の児童生徒
に市独自の調査を行う学習支
援改善調査実施事業、指定小
学校 4校及び静浦小中一貫
学校に対して学力向上の研究
を行う学力パワーアップ研究
事業、2中学校区を指定して、
言語科で育成する力を適切に
評価する言語科研究事業、小
学校3年生を対象に、放課後
等を活用し、きめ細やかな学
習支援を行う確かな学力育成
事業を行うものである。

歳出総額
706億
5,000万円

歳入総額

民生費
247億
3,547万円

（35.０%）市税
353億円

（50.0%）

土木費
105億
8,938万円
(15.０%)

　公債費
76億
8,630万円

（10.9%）

　　衛生費
74億5,697万円
　（10.6%）

　総務費
73億6,934万円
　（10.4%）

教育費
60億
3,415万円
　　 （8.5%）

消防費
43億3,096万円

（6.1%）

その他
24億4,743万円（3.5%）

その他
60億8,031万円（8.6%）

706億
5,000万円

源

自

主

財

58.7％

源

依

存

財

41.3％

その他
61億3,894万円

（8.7%）

  国庫・
 県支出金
　160億
　2,495万円
　  （22.7%）

市債
71億
580万円

（10.0%）
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